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ー
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
日
（
川
元
）
本
稿
ほ
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
仕
組
に
お
け
る
基
本
的
事
項
を
研
究
し
た
も
の
で
、
加
入
範
囲
お
よ
び
加
入
資
格
条
件
・
受
給
資
格
条
件
（
以
上
本
号
所
載
）
・
年
金
額
・
年
金
支
給
の
形
態
・
離
職
死
亡
廃
疾
給
付
•
財
源
の
諸
項
目
に
分
け
、
本
稿
で
は
同
年
金
制
度
の
種
類
型
式
は
特
に
研
究
の
対
象
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
本
論
で
し
ば
し
ば
そ
れ
等
の
名
称
が
現
わ
（注）
れ
、
そ
れ
等
に
関
連
し
て
も
述
べ
ら
れ
る
の
で
、
便
宜
上
こ
こ
に
先
ず
簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。
醸
出
制
と
無
醸
出
制
負
担
金
（
或
い
は
保
険
料
）
を
雇
主
お
よ
び
被
用
者
の
両
者
が
払
う
の
が
醸
出
制
で
あ
り
、
雇
主
の
み
が
こ
れ
を
払
う
の
が
無
醸
出
制
で
あ
る
。
被
保
険
式
と
非
被
保
険
式
あ
る
。
被
保
険
式
は
保
険
会
社
と
の
契
約
に
よ
る
制
度
で
あ
り
、
非
被
保
険
式
ほ
然
ら
ざ
る
制
度
で
あ
る
。
は
し
が
き
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
口
JI 
元
ま
と
め
た
も
の
で
英
310 
被
保
険
式
に
は
団
体
年
金
(
g
r
o
u
p
a
n
n
u
i
t
y
)
と
個
別
年
金
契
約
団
体
取
扱
(individual
a
n
n
u
i
t
y
 policy) 
体
年
金
は
マ
ス
ク
ー
保
険
証
券
一
枚
で
団
体
的
に
契
約
さ
れ
る
年
金
制
度
で
、
据
置
団
体
年
金
(deferred
g
r
o
u
p
 a
n
n
u
i
t
y
)
が
そ
の
基
本
的
形
態
で
あ
り
、
加
入
人
員
・
準
備
金
等
に
お
い
て
現
在
支
配
的
で
あ
る
。
据
置
団
体
年
金
の
「
据
置
」
と
は
、
毎
年
或
る
保
険
料
で
数
十
年
乃
至
は
数
年
後
支
給
開
始
の
年
金
が
購
入
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
で
据
置
か
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
毎
年
購
入
さ
れ
た
年
金
額
の
合
計
が
退
職
時
の
年
金
額
と
な
る
。
被
保
険
式
の
団
体
年
金
に
は
変
種
も
で
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
団
体
保
険
年
金
(
g
r
o
u
p
p
e
r
m
a
n
e
n
t
 r
e
t
i
r
e
m
e
n
t
)
 
理
式
年
金
(deposit
administration) 
お
よ
び
直
接
参
加
保
証
式
年
金
(self,administered) 
お
よ
び
(
i
m
m
e
d
i
a
t
e
 participation g
u
a
r
a
n
t
e
e
)
 
で
あ
る
。
団
体
保
険
年
金
は
団
体
年
金
と
と
も
に
定
期
死
亡
保
険
の
団
体
保
険
を
も
含
む
も
の
で
、
年
金
支
給
開
始
前
死
亡
の
際
に
所
定
の
保
険
金
を
も
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
預
金
管
理
式
年
金
で
は
保
険
料
が
保
険
会
社
に
払
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
預
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
、
実
際
上
年
金
の
購
入
さ
れ
る
の
は
被
用
者
が
退
職
年
令
に
達
し
た
時
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
保
険
会
社
は
普
通
最
初
の
五
ヵ
年
間
基
金
に
対
し
最
低
利
率
を
保
証
し
、
ま
た
徴
す
べ
き
最
高
管
理
費
を
規
定
し
て
い
る
。
直
接
参
加
保
証
式
年
金
で
は
最
低
利
率
の
保
証
な
く
、
そ
の
代
り
保
険
会
社
の
実
際
利
廻
に
与
り
、
ま
た
毎
年
管
理
費
が
徴
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
預
金
管
理
式
で
も
雇
主
に
財
務
上
融
通
性
を
与
え
て
い
る
が
、
直
接
参
加
保
証
式
で
は
よ
り
以
上
こ
の
融
通
性
を
与
え
て
い
る
。
団
体
年
金
は
通
常
五
0
人
以
上
の
加
入
者
を
必
要
と
す
る
が
、
個
別
年
金
契
約
団
体
取
扱
は
小
規
模
会
社
が
保
険
会
社
と
被
用
者
毎
に
一
契
約
と
な
る
種
類
の
年
金
契
約
を
結
び
、
保
険
料
の
払
込
の
み
を
団
体
的
に
取
扱
う
こ
と
に
し
た
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
に
も
年
金
の
ほ
か
に
死
亡
保
険
を
も
含
め
た
個
別
保
険
年
金
契
約
団
体
取
扱
の
変
種
が
あ
る
。
非
被
保
険
式
に
は
信
託
自
家
年
金
(self,administered
trusteed)
と
科
学
的
自
家
年
金
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
預
金
管
つ
ま
り
同
年
金
の
特
色
は
年
金
支
給
が
退
職
時
と
が
あ
る
。
団
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（注）
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
用
者
が
団
体
交
渉
の
結
果
生
れ
た
も
の
で
、
殆
ん
ど
つ
ね
に
所
得
の
大
小
に
て
異
な
る
。
）
変
動
し
所
得
で
異
な
る
こ
と
の
な
い
制
度
で
あ
る
。
純
粋
自
家
年
金
(
c
o
m
p
a
n
y
,
a
d
m
i
n
i
s
t
e
r
e
d
)
と
が
あ
る
。
信
託
自
家
年
金
制
度
は
受
託
者
（
通
常
は
信
託
会
社
）
に
そ
の
負
担
金
を
預
入
れ
る
取
定
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
受
託
者
は
預
入
金
を
投
資
し
、
年
金
の
支
給
を
行
う
。
科
学
的
自
家
年
金
ほ
顧
問
保
険
計
理
人
の
助
け
に
よ
り
科
学
性
を
備
え
た
近
代
的
制
度
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
純
粋
自
家
年
金
は
科
学
性
を
欠
き
、
従
っ
て
雇
主
負
担
金
に
も
免
税
の
特
点
な
き
も
の
で
、
そ
の
利
用
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
慣
習
型
も
団
体
交
渉
型
も
と
も
に
年
金
額
が
年
金
額
建
方
式
（
本
論
に
て
詳
述
）
で
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
慣
習
型
は
年
金
額
が
勤
務
年
数
と
所
得
の
両
者
に
甚
づ
き
、
こ
の
両
者
に
よ
り
変
動
す
る
制
度
で
あ
り
、
団
体
交
渉
型
は
年
金
額
が
均
一
で
あ
っ
た
り
或
い
は
勤
務
年
数
の
み
で
（
た
だ
し
鋼
鉄
産
業
お
よ
び
ゴ
ム
産
業
で
の
団
体
交
渉
に
よ
る
制
度
は
例
外
ー
|
.
な
お
団
体
交
渉
型
は
単
独
雇
主
の
も
の
が
多
い
が
、
複
数
雇
主
の
も
の
も
存
在
す
る
。
主
と
し
て
熟
練
職
人
・
多
数
の
小
麗
主
の
被
―
つ
の
産
業
に
広
く
わ
た
る
も
の
（
或
る
地
域
の
数
雇
主
の
団
体
交
渉
に
よ
る
制
度
）
も
あ
れ
ば
、
特
定
の
地
域
に
あ
る
交
渉
組
合
の
組
合
員
の
み
が
加
入
者
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
K
e
n
n
e
t
h
 Black, Jr.＂
G
r
o
u
p
 Annuities, 1955, 
pp.9~10, p.12 
R.I. 
M
e
h
r
 a
n
d
 R
.
W
.
 Osler: 
M
o
d
e
r
n
 Life Insurance, 1956, 
p.303, 
p.113 
J.G. 
Turnbull, C.A. W
i
l
l
i
a
m
s
 a
n
d
 E.F. C
h
e
i
t
"
E
c
o
n
o
m
i
c
 a
n
d
 Social 
Security, 1957, 
p.145 
D
a
m
 M
.
 M
c
G
i
l
l
"
F
u
n
d
a
m
e
n
t
a
l
s
 of 
Private Pensions, 
1955, 
p.32, 
p
p
.
2
9
~
3
0
 
日
本
生
産
性
本
部
「
生
命
保
険
」
昭
和
三
二
年
五
三
二
頁
•
五
一
1一
五
頁
な
お
制
度
の
種
類
形
態
の
名
称
は
同
書
で
は
す
ぺ
て
原
語
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
筆
者
は
い
さ
さ
か
独
断
な
が
ら
本
文
の
よ
う
に
訳
し
て
み
た
。
8
慣
習
型
制
度
(
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
a
l
p
l
a
n
)
と
団
体
交
渉
型
制
度
(
n
e
g
o
t
i
a
t
e
d
 o
r
 p
a
t
t
e
r
n
 p
l
a
n
)
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加
入
範
囲
お
よ
び
加
入
資
格
条
件
一
人
団
体
年
金
制
度
の
創
設
に
当
っ
て
重
要
な
こ
と
の
一
っ
は
、
加
入
範
囲
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
あ
る
加
入
資
格
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
(Internal R
e
v
e
n
u
e
 
実
際
上
こ
れ
に
浴
さ
な
い
よ
う
な
仕
組
の
制
度
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
こ
の
恩
典
に
浴
す
る
た
め
に
は
、
役
員
・
株
主
・
監
督
者
・
高
給
被
用
者
を
特
に
差
別
的
に
優
遇
す
る
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
差
別
待
遇
は
加
入
範
囲
・
年
金
額
お
よ
び
負
担
金
の
三
部
面
で
起
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
加
入
範
囲
に
関
す
る
差
別
待
遇
へ
の
予
防
手
段
と
し
て
国
内
歳
入
法
は
、
年
金
制
度
の
設
定
に
際
し
て
、
季
節
的
お
よ
び
副
業
被
用
者
は
除
き
、
全
被
用
者
の
少
な
く
と
も
七
〇
彩
が
加
入
範
囲
に
入
り
得
る
有
資
格
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
八
0
％
が
実
際
上
加
入
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
被
用
者
の
七
〇
彩
が
加
入
範
囲
に
入
っ
た
と
す
れ
ば
、
従
業
員
の
五
六
彩
(
7
0
%
X
8
0
淡
）
だ
け
が
参
加
し
て
も
、
こ
の
歳
入
法
の
恩
典
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
要
件
の
充
足
に
関
し
て
は
、
の
雇
主
が
実
際
上
数
年
金
制
度
を
設
定
し
て
い
る
と
き
、
こ
れ
等
を
ま
と
め
て
一
単
位
と
し
て
取
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
か
ら
、
雇
主
が
退
職
被
用
者
に
現
実
に
支
払
う
支
給
金
は
、
こ
の
よ
う
な
支
出
金
は
必
要
事
業
費
で
あ
る
と
の
理
論
で
、
課
税
の
対
象
と
な
る
純
収
入
か
ら
控
除
で
き
た
。
そ
の
後
未
退
職
被
用
者
に
対
し
雇
主
が
年
金
基
金
へ
払
う
負
担
金
が
、
雇
主
に
自
由
に
で
き
ぬ
よ
う
別
に
分
離
し
て
お
く
こ
と
が
、
税
金
軽
減
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
分
離
は
普
通
信
託
会
社
或
い
は
保
険
会
社
に
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
金
の
分
離
が
行
わ
れ
た
と
き
、
基
金
の
収
益
も
蓄
積
期
間
中
連
邦
所
得
税
の
C
o
d
e
)
第
四
0
一
条
⑱
の
恩
典
は
非
常
に
大
き
い
の
で
、
は
連
邦
税
法
が
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
~
 
ー
加
入
範
囲
と
税
渕
ー
米
国
の
私
営
退
職
年
金
制
度
で
は
、
雇
主
お
よ
び
被
用
者
に
対
す
る
内
国
歳
入
法
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
四
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か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
除
外
の
基
準
と
し
て
は
雇
用
の
種
類
・
報
酬
支
給
の
形
態
・
報
酬
額
・
短
期
勤
労
お
よ
び
老
令
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
私
営
退
戦
年
金
制
度
全
般
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
外
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
内
国
歳
入
法
に
よ
れ
ば
一
週
に
二
0
時
間
以
下
お
よ
び
一
年
に
五
ヵ
月
（
暦
年
）
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
者
を
④
 
除
外
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
(a) 2
 （イ）
米
国
底
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（川元）
厩
用
の
種
類
加
入
資
格
条
件③
 
永
久
的
除
外
者
る
の
に
差
支
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
一
方
被
用
者
も
こ
の
雇
主
の
支
払
負
担
金
を
所
得
と
し
て
直
ち
に
報
告
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
報
告
は
退
職
ま
で
延
期
さ
れ
る
わ
け
で
、
五
お
そ
ら
く
そ
の
と
き
の
累
進
税
の
税
率
は
然
ら
ざ
る
と
き
よ
り
も
遥
に
低
い
ク
ラ
ス
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
も
っ
と
も
被
用
者
自
身
の
支
払
負
担
金
は
所
得
に
含
ま
れ
課
税
の
対
象
と
な
る
。
）
こ
れ
等
は
雇
主
乃
至
は
被
用
者
に
頗
る
有
利
な
も
の
で
、
例
え
ば
二
0
年
間
に
わ
た
っ
て
み
る
と
き
同
一
年
金
額
へ
の
雇
主
の
コ
ス
ト
は
、
免
除
さ
れ
た
と
き
に
は
免
②
 
除
さ
れ
な
い
と
き
の
半
分
に
な
る
も
の
と
推
算
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
或
る
制
度
が
上
記
の
要
件
を
充
た
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
内
国
歳
入
庁
長
官
Internal 
R
e
v
e
n
u
e
)
か
ら
何
等
差
別
を
し
て
い
な
い
と
い
う
承
認
を
得
れ
ば
恩
典
に
浴
す
る
資
格
を
取
得
で
き
る
。
事
実
上
多
数
制
度
が
こ
の
後
者
の
方
法
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
。
被
用
者
の
僅
か
一
0
％
と
い
う
小
範
囲
を
加
入
範
囲
と
し
た
制
度
も
認
可
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
特
定
の
雇
主
の
全
被
用
者
を
加
入
範
囲
と
す
る
こ
と
は
頗
る
稀
で
あ
る
。
被
用
者
に
種
々
な
る
階
層
を
作
っ
て
も
財
務
省
の
承
認
を
得
団
体
年
金
制
度
を
み
る
に
、
副
業
被
用
者
(part,time
e
m
p
l
o
y
e
e
s
)
お
よ
び
季
節
的
被
用
者
は
永
久
的
被
用
者
で
な
い
と
の
理
由
で
除
課
税
対
象
か
ら
控
除
さ
れ
、
し
ば
し
ば
或
る
広
範
に
わ
た
る
数
群
の
被
用
者
が
永
久
に
そ
の
加
入
範
囲
外
に
お
of 
• 
(
C
o
m
m
1
s
s
1
0
n
e
r
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こ
と
も
あ
る
。
⑥
 
報
酬
額
り （口） な
お
或
る
一
制
度
で
一
工
場
の
一
部
門
の
被
用
者
の
み
を
、
或
い
は
同
一
雇
主
が
運
営
し
て
い
る
数
工
場
の
う
ち
の
一
工
場
の
被
用
者
の
み
を
加
入
者
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
同
様
に
し
て
団
体
交
渉
に
よ
る
制
度
で
は
工
場
に
お
け
る
た
だ
―
つ
の
団
体
交
渉
単
位
の
み
を
加
入
さ
せ
、
他
の
交
渉
団
体
お
よ
び
非
組
織
団
体
を
除
外
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
年
六
雇
主
の
立
場
か
ら
み
る
と
き
副
業
被
用
者
へ
の
こ
の
よ
う
な
仕
方
は
そ
の
個
々
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
。
若
干
の
製
造
お
よ
び
建
設
業
で
は
園
業
被
用
者
は
、
他
の
事
業
に
お
け
る
専
業
被
用
者
と
同
様
に
重
要
且
つ
永
久
的
の
も
の
が
あ
る
。
固
報
酬
支
給
形
態
被
用
者
を
時
間
給
被
用
者
と
俸
給
被
用
者
に
分
け
て
観
察
す
る
と
き
、
事
実
上
多
数
制
度
が
時
間
給
被
用
者
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
除
外
に
は
幾
つ
か
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
の
一
っ
は
雇
主
の
経
済
状
態
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
経
済
的
制
約
に
よ
り
雇
主
が
全
被
用
者
に
不
適
当
な
給
付
を
与
え
る
よ
り
も
、
限
ら
れ
た
被
用
者
だ
け
に
適
当
な
給
付
を
与
え
る
を
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
当
初
か
ら
、
時
間
給
に
対
し
て
も
雇
主
の
経
済
状
態
が
許
す
に
至
っ
た
と
き
年
金
制
度
に
加
入
さ
せ
る
意
図
で
行
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
雇
主
の
政
策
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
通
常
時
間
給
被
用
者
に
よ
り
従
業
員
組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
雇
主
は
こ
の
組
合
か
ら
要
求
さ
れ
て
初
め
て
時
間
給
被
用
者
を
年
金
制
度
に
加
入
さ
せ
て
い
る
。
な
お
こ
の
年
金
制
度
加
入
の
代
り
に
組
合
の
代
表
者
か
ら
賃
金
の
増
額
を
要
求
さ
れ
る
連
邦
老
令
遺
族
年
金
制
度
(
O
A
S
I
)
の
課
税
最
高
賃
金
ベ
ー
ス
が
加
入
除
外
の
標
準
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
同
制
度
の
年
金
算
式
は
低
所
得
労
働
者
に
有
利
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
一
年
二
四
0
0ド
ル
の
所
得
の
あ
る
加
入
者
で
は
、
そ
の
現
行
O
A
S
I基
本
年
金
額
（
同
制
度
の
加
入
者
本
人
に
支
給
さ
れ
る
退
職
年
金
額
）
は
総
所
得
の
三
五
•
四
彩
と
な
っ
て
い
る
が
、
0
0
0
ド
ル
の
所
得
で
は
ニ
―
•
七
形
、
一
八
0
0
0ド
ル
の
所
得
で
は
七
・
ニ
彩
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
所
得
と
退
職
年
金
額
と
の
米
国
弘
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
. 
，ヽ
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米
国
栽
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（川元）
々
見
ら
れ
る
。
û・“"ぃ
老
令
（ホ）
間
に
均
衡
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
多
数
の
雇
主
は
近
年
O
A
S
I
最
高
課
税
賃
金
ベ
ー
ス
（
現
行
年
四
二
0
0ド
ル
、
四
年
前
三
六
0
0ド
ル
）
を
超
え
る
所
得
あ
る
被
用
者
の
み
を
加
入
者
と
す
る
年
金
制
度
を
設
定
し
て
来
て
い
る
。
ま
た
全
被
用
者
を
加
入
者
と
す
る
年
金
制
度
と
と
も
に
、
O
A
S
I
の
同
上
限
度
超
過
の
所
得
あ
る
被
用
者
の
み
を
対
象
と
す
る
制
度
を
も
設
け
て
い
る
会
社
も
、
多
数
存
在
す
る
。
も
っ
と
も
さ
き
に
述
べ
た
通
り
税
法
上
の
関
係
で
、
年
金
制
度
が
課
税
上
優
遇
さ
れ
る
た
め
に
ほ
、
O
A
S
I
年
金
額
を
含
め
て
、
四m
 
二
0
0ド
ル
を
超
え
る
所
得
あ
る
被
用
者
へ
の
年
金
が
、
そ
れ
以
下
の
従
業
員
よ
り
も
有
利
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
退
職
年
金
制
度
は
こ
の
所
謂
総
合
(integration)
要
求
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
。
⑧
 
短
期
勤
務
短
期
勤
務
の
被
用
者
と
は
或
る
一
定
年
令
、
例
え
ば
五
0
オ
を
超
え
た
年
令
で
雇
わ
れ
、
年
金
制
度
に
規
定
の
退
職
年
令
ま
で
勤
務
し
て
も
、
比
較
的
短
期
間
に
す
ぎ
な
い
も
の
を
い
う
。
多
数
制
度
で
こ
の
よ
う
な
被
用
者
を
除
外
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
五
0
オ
五
五
オ
ま
た
は
六
十
才
後
に
新
に
雇
わ
れ
た
被
用
者
或
い
は
同
年
令
前
に
加
入
選
択
を
し
な
か
っ
た
被
用
者
（
醸
出
制
の
⑨
 
場
合
）
は
加
入
資
格
を
取
得
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ation p
a
y
)
を
与
え
れ
ば
足
れ
り
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
O
A
S
I
で
僅
少
の
年
金
額
で
も
与
え
ら
れ
、
ま
た
離
職
の
と
き
雇
主
の
負
担
金
に
よ
る
年
金
額
を
付
与
す
る
こ
と
(vested-benefits)
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の
で
、
年
金
額
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
を
支
給
し
な
い
と
い
う
の
は
理
由
に
な
ら
な
い
と
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
七
こ
の
よ
う
な
被
用
者
を
包
含
す
る
と
き
に
は
、
不
適
当
な
年
金
額
を
補
う
た
め
に
最
低
退
職
年
金
額
の
規
定
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
時
目
老
令
を
加
入
範
囲
か
ら
永
久
的
除
外
の
基
準
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
の
場
合
と
退
職
ま
で
の
期
間
の
短
か
い
一
般
的
に
雇
主
の
個
人
的
政
策
が
影
響
す
る
。
若
干
の
雇
主
は
こ
の
よ
う
な
被
用
者
に
は
単
に
離
職
支
給
(termin,
一
九
五
316 
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一
年
以
下
は
87
、
高
離
職
率
は
雇
用
後
一
年
間
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
カ
年
の
加
入
資
格
期
間
が
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
て
い
る
。
⑮
加
入
資
格
期
間
点
ほ
似
て
い
る
が
、
或
る
被
用
者
の
雇
用
の
開
始
は
低
年
令
の
と
き
で
も
、
制
度
設
定
の
と
き
既
に
老
年
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
様
な
老
令
者
も
し
ば
し
ば
除
外
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
老
令
者
は
永
年
勤
務
精
励
し
た
人
が
大
部
分
で
あ
り
、
従
っ
て
真
の
問
題
は
制
度
に
加
入
さ
せ
ず
に
お
い
て
い
い
か
ど
う
か
で
あ
り
、
除
外
し
て
も
別
の
規
程
に
よ
っ
て
支
給
を
行
わ
ず
と
も
よ
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
多
数
の
雇
主
は
こ
れ
を
別
に
し
て
あ
れ
こ
れ
言
わ
れ
る
よ
り
も
、
全
被
用
者
を
含
め
た
方
を
よ
し
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
不
必
要
な
手
数
と
費
用
を
も
避
け
得
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
等
の
事
柄
竺
雇
主
の
直
面
す
る
個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
大
多
数
の
制
度
で
永
久
除
外
者
で
な
い
被
用
者
は
、
或
る
一
定
の
勤
務
期
間
さ
え
経
れ
ば
、
そ
の
年
金
制
度
へ
の
加
入
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
長
さ
は
普
通
0
i五
年
に
わ
た
り
種
々
で
あ
る
。
大
多
数
の
産
業
で
最
一
カ
年
の
資
格
期
間
が
あ
れ
ば
、
季
節
的
労
働
者
の
全
部
お
よ
び
一
時
的
偶
然
的
労
働
者
の
大
部
分
を
除
外
で
き
る
。
雇
用
日
か
ら
離
職
が
す
こ
ぶ
る
少
な
い
事
業
の
雇
主
ほ
雇
用
と
同
時
加
入
を
可
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
雇
用
後
数
力
年
間
、
高
離
職
率
を
示
す
事
業
の
雇
主
は
よ
り
長
い
待
期
々
間
を
欲
し
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
以
前
こ
の
期
間
の
傾
向
は
五
年
で
あ
っ
た
が
、
近
年
短
縮
の
趨
勢
に
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
り
B
a
n
k
e
r
s
 T
r
u
s
t
 C
o
.
の
一
般
私
営
退
職
i
年
金
制
度
の
慣
例
型
に
お
け
る
次
の
研
究
の
数
字
か
ら
も
窺
が
い
知
り
得
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
O
~五
二
年
間
に
設
置
或
い
は
修
正
を
み
た
ニ
―
七
の
慣
例
型
の
分
析
で
、
加
入
資
格
に
対
し
て
勤
務
期
間
無
条
件
の
も
の
が
5
年
は
た
だ
31
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
雇
主
の
立
場
で
は
（
被
保
険
式
の
と
き
は
保
険
会
社
も
同
様
）
管
理
費
の
見
地
か
ら
、
加
入
資
格
期
間
を
利
用
し
て
退
職
制
度
か
ら
腰
掛
的
労
働
者
を
排
除
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
は
大
多
数
の
場
合
、
加
入
者
の
記
録
を
作
成
保
管
す
る
を
要
す
る
の
で
、
新
加
入
者
の
記
録
作
成
備
付
費
お
よ
び
離
職
被
用
者
の
記
録
整
理
費
ほ
、
制
度
管
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
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元
）
加
入
資
格
条
件
と
し
て
し
ば
し
ば
最
低
勤
務
期
間
に
加
え
て
さ
ら
に
、
九
一
定
年
令
の
到
達
を
必
要
と
す
る
も
の
が
e“
 hu~ 
理
費
の
重
要
な
費
目
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
雇
主
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
こ
の
場
合
問
題
が
起
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
短
期
離
職
者
へ
は
雇
主
負
担
金
に
つ
い
て
の
権
利
は
、
ほ
と
ん
ど
帰
属
す
る
こ
と
は
な
く
、
雇
主
自
身
が
つ
ね
に
こ
れ
を
取
得
こ
の
加
入
資
格
期
間
の
条
件
に
よ
り
従
業
員
の
被
保
険
期
間
の
年
数
は
減
少
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
退
職
時
或
い
は
麗
主
負
担
金
の
権
利
帰
属
時
ま
で
勤
続
す
る
被
用
者
の
年
金
額
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
多
数
の
団
体
年
金
制
度
で
は
資
格
の
完
成
し
た
日
で
な
く
そ
の
次
の
月
の
第
一
日
に
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
た
だ
―
二
日
の
記
入
日
に
し
た
方
が
事
務
的
に
遥
か
に
容
易
で
且
つ
経
済
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
若
干
の
制
度
で
は
新
被
用
者
に
対
し
て
一
年
に
た
だ
一
回
か
二
回
の
日
だ
け
、
資
格
取
得
を
行
な
い
得
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
”̂5 
“
U
 
最
低
年
令
あ
る
。
最
も
普
通
の
最
低
年
令
は
二
五
オ
三
0
オ
お
よ
び
三
五
オ
で
あ
る
。
若
干
の
制
度
で
は
女
子
に
対
し
男
子
よ
り
も
高
い
最
低
年
令
を
定
め
て
い
る
。
上
述
の
ニ
ー
七
の
慣
習
型
制
度
の
分
析
で
、
最
低
勤
務
期
間
と
一
定
年
令
と
の
組
合
せ
を
条
件
と
す
る
も
の
は
約
四
〇
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
も
多
い
組
合
せ
は
勤
務
一
カ
年
と
年
令
三
0
オ
で
あ
っ
た
。
な
お
最
低
年
令
要
件
の
設
置
は
減
少
し
つ
つ
あ
“̂T u
 
り
、
設
置
さ
れ
て
も
低
年
令
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
条
件
の
目
的
は
上
述
の
加
入
資
格
期
間
と
同
じ
く
、
退
職
ま
で
麗
主
の
下
に
留
ま
る
可
能
性
の
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
老
後
へ
の
準
備
に
真
に
関
心
を
持
つ
に
至
る
ほ
ど
の
年
令
に
な
っ
て
い
る
被
用
者
に
、
加
入
者
を
限
る
こ
と
に
あ
る
。
低
年
令
の
被
用
者
、
殊
に
女
子
は
、
退
職
に
よ
り
近
い
壮
年
老
年
の
被
用
者
よ
り
も
、
退
職
制
度
に
関
心
の
少
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
醸
出
制
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
従
業
員
は
反
対
す
べ
く
、
従
っ
て
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
も
上
記
の
条
件
を
設
け
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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(d) 
業
ー
|
に
つ
い
て
然
り
と
す
る
。
チ
ェ
ー
ソ
多
数
の
種
類
の
事
業
で
被
用
者
は
、
低
年
令
者
が
大
部
分
を
占
め
、
高
令
者
は
少
数
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
業
務
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
こ
れ
は
出
来
高
払
(
p
i
e
c
e
,
w
o
r
k
b
a
s
i
s
 o
f
 c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
)
を
採
用
す
る
産
業
ー
大
部
分
大
量
生
産
事
わ
け
で
あ
る
。
日hu・
そ
の
他
の
条
件
ス
ト
ー
ア
そ
の
他
の
小
売
店
の
よ
う
な
組
織
で
は
、
通
常
非
常
に
低
賃
金
で
働
ら
く
頗
る
多
数
の
被
用
者
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
等
の
人
々
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
地
位
に
昇
進
し
な
け
れ
ば
、
数
年
内
に
勤
務
先
を
変
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
例
え
ば
三
五
オ
と
い
う
最
低
年
令
制
限
を
設
け
る
と
き
、
制
度
の
管
理
費
用
が
減
少
す
る
加
入
資
格
に
対
し
て
上
記
以
外
の
色
々
な
勤
務
期
間
お
よ
び
年
令
条
件
を
考
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
さ
き
に
述
べ
た
通
り
租
税
上
優
遇
さ
れ
よ
う
と
す
れ
ば
役
員
・
株
主
・
監
督
者
・
高
給
者
に
差
別
的
に
有
利
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
醸
出
制
の
場
合
に
は
従
業
員
の
同
制
度
へ
の
加
入
資
格
取
得
前
に
、
そ
の
負
担
金
醸
出
へ
の
同
意
を
要
す
る
。
被
用
者
は
加
入
資
格
取
得
と
同
時
に
加
入
し
て
も
よ
い
し
、
若
干
遅
れ
て
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
後
日
ま
で
加
入
し
な
い
人
に
対
し
て
別
に
健
康
の
条
件
が
求
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
加
入
資
格
取
得
の
時
か
ら
例
え
ば
三
0
日
以
内
に
加
入
し
な
い
な
ら
ば
、
制
度
設
定
前
の
勤
務
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
年
金
（
後
述
）
は
支
給
し
な
い
も
の
と
定
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
被
用
者
は
そ
の
加
入
前
の
勤
務
（
同
制
度
設
定
後
の
も
の
）
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
年
金
も
支
給
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
若
干
の
雇
主
は
新
被
用
者
の
加
入
を
強
制
的
に
し
て
い
る
。
(
1
)
 
(
2
)
 
(
3
)
 
(
4
)
 
し
か
し
制
度
創
設
時
に
被
用
者
の
加
入
を
強
制
的
に
す
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
D
.
M
.
 McGill"ibid., p.30 
K. Black: 
ibid.
p`.32 
K. Black"ibid., p.53; 
D
.
M
.
 McGill"ibid., p
p
.
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本
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）
私
営
退
職
年
金
制
度
全
般
の
極
め
て
大
多
数
の
も
の
で
、
被
用
者
が
標
準
退
職
年
令
に
達
し
た
と
き
完
全
な
退
職
年
金
の
受
給
権
利
を
取
得
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
契
約
上
の
権
利
で
あ
っ
て
、
雇
主
の
同
意
な
く
し
て
行
使
さ
れ
る
。
こ
の
年
令
要
件
の
ほ
か
(12) 
(
1
3
)
 
(
1
4
)
 
(
1
5
)
 
(
5
)
 
(
6
)
 
(
7
)
 
(
8
)
 
(
9
)
 
(10) 
(
1
1
)
 
~
 
ー
受
給
資
格
条
件
(
日
本
生
産
性
本
部
「
生
命
保
険
」
（
五
四
一
頁
）
に
よ
れ
ば
二
0
時
間
で
な
く
二
四
時
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
D
.
M
.
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D
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M
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p.31
K. B
l
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l
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D
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"
i
b
i
d
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D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
:
 
ibid., 
p.32 
な
お
プ
ラ
ッ
ク
の
前
掲
書
（
五
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
連
邦
保
障
庁
(
F
e
d
e
r
a
l
S
e
c
u
r
i
t
y
 A
g
e
n
c
y
)
が
一
九
四
六
し
五
0
年
に
契
約
の
三
四
六
の
団
体
年
金
制
度
を
調
査
し
た
結
果
で
は
、
マ
ッ
ギ
ル
ド
の
数
字
に
よ
る
傾
向
の
よ
う
に
明
確
な
短
縮
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
統
計
数
字
を
記
せ
ば
、
加
入
資
格
期
間
一
年
二
年
三
年
お
よ
び
五
年
の
百
分
比
は
そ
れ
ぞ
れ
二
九
彩
―
-
％
二
1
%
お
よ
び
三
二
彩
（
こ
れ
等
の
合
計
は
九
一
＝
％
）
の
よ
し
で
あ
る
。
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
"
i
b
i
d
.
,
 p.33 
K. B
l
a
c
k
:
 
ibid., 
p.57 
D
.
M
.
 McGill"ibid••p.32 
K. B
l
a
c
k
:
 
ibid., 
pp.57 
~8 
320 
一
九
四
三
年
以
降
設
定
さ
れ
た
制
度
の
う
ち
大
体
三
分
の
一
が
、
最
低
の
一
定
勤
務
年
数
か
一
定
年
令
前
の
加
入
（
後
者
は
加
入
資
格
条
件
の
項
で
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
結
局
前
者
と
同
様
の
効
果
を
も
た
ら
す
）
を
要
求
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
加
入
者
の
大
部
分
の
被
用
者
を
考
慮
す
る
団
体
交
渉
型
制
度
で
は
、
-
0年
或
い
は
一
五
年
未
満
に
は
何
の
年
金
を
も
与
え
て
い
な
い
。
雇
主
の
一
方
的
行
為
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
る
非
被
保
険
式
の
無
醸
出
制
制
度
で
も
、
こ
の
よ
う
な
勤
務
条
件
は
定
型
的
で
あ
る
。
慣
習
型
制
度
で
は
B
a
n
k
e
r
s
T
r
u
s
t
 Co. 
の
研
究
に
よ
れ
ば
一
八
彩
は
一
〇
ー
ニ
0
年
に
わ
た
る
最
低
勤
務
年
数
1
年
金
が
付
与
さ
れ
る
権
利
の
あ
る
年
な
る
を
要
す
る
I
2
 
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
が
始
ま
る
或
る
標
準
的
な
年
令
を
指
定
し
て
い
る
。
標
準
的
と
い
う
の
は
、
被
用
者
が
原
則
的
に
そ
の
年
令
で
退
職
す
べ
き
年
令
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
年
令
を
一
般
に
標
準
退
職
年
令
と
い
う
。
理
論
的
に
は
同
年
令
ほ
雇
主
が
そ
の
被
用
者
の
雇
用
継
続
よ
り
も
、
そ
の
退
職
を
よ
り
経
済
的
と
す
る
年
令
と
す
べ
き
で
あ
る
。
実
際
上
は
考
慮
す
べ
き
要
素
が
複
雑
で
あ
り
、
正
確
に
個
々
の
被
用
者
に
適
切
な
標
準
年
令
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
大
多
数
の
会
社
は
全
被
用
者
が
退
職
せ
ね
ば
な
ら
な
い
年
令
を
適
宜
選
定
し
て
い
る
。
六
五
オ
を
大
多
数
の
制
度
で
標
準
退
職
年
令
と
し
て
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
か
に
O
A
S
I
の
年
金
が
六
五
才
で
支
給
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
。
事
実
こ
れ
を
採
用
し
な
い
場
合
は
異
常
な
事
情
か
ら
の
み
で
あ
る
。
六
五
オ
の
標
準
退
職
年
令
は
連
邦
保
障
庁
調
査
の
三
四
六
制
度
（
団
体
年
金
）
中
三
四
0
制
度
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
他
の
標
準
退
職
年
令
を
指
定
し
て
い
る
の
は
六
制
度
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
四
制
度
は
航
空
関
係
事
業
に
お
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
雇
主
の
中
に
は
そ
の
全
従
業
員
に
対
し
て
一
般
退
職
年
金
制
度
よ
り
も
低
い
標
準
年
令
を
設
定
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
な
か
に
は
そ
の
従
業
員
の
う
ち
の
一
部
の
者
に
対
1
標
準
退
職
年
令
(
n
o
r
m
a
l
r
e
t
i
r
e
m
e
n
t
 a
g
e
)
 
大
多
数
の
退
職
年
金
制
度
で
は
退
職
が
行
わ
れ
て
完
全
な
退
職
年
金
の
支
給
五
年
或
い
は
三
0
年
で
、
に
一
定
勤
務
年
数
を
必
要
と
す
る
制
度
も
若
千
存
在
す
る
が
、
米
国
忠
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
一
定
勤
務
年
数
は
普
通
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米
国
混
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
を
著
し
く
増
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
て
の
み
よ
り
低
い
年
令
を
択
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
若
干
の
場
合
に
は
特
別
危
険
お
よ
び
犠
牲
へ
の
付
加
的
報
償
と
し
て
こ
れ
を
与
え
て
い
る
。
被
用
者
の
一
部
の
標
準
年
令
を
よ
り
低
年
令
と
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
例
え
ば
航
空
関
係
事
業
で
は
そ
の
機
上
作
業
員
に
地
上
作
業
員
よ
り
も
低
い
標
準
退
職
年
令
を
定
め
、
い
わ
ゆ
る
複
数
標
準
退
職
年
令
制
を
採
用
し
て
い
る
。
海
外
で
営
業
す
る
事
業
で
海
外
従
業
員
に
は
内
地
従
業
員
よ
り
も
低
い
年
令
を
設
け
る
こ
と
も
あ
る
。
最
初
の
例
で
の
よ
う
に
、
低
標
準
退
職
年
令
は
し
ば
し
ば
被
用
者
の
有
用
さ
が
よ
り
早
く
衰
え
る
職
業
で
採
用
さ
れ
る
。
体
力
お
よ
び
耐
久
力
の
必
要
な
仕
事
は
、
智
力
の
要
求
さ
れ
る
仕
事
よ
り
も
、
低
い
退
職
年
令
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
差
異
を
盛
り
込
ん
だ
制
度
は
、
実
際
上
は
例
外
的
に
存
在
す
る
平
均
し
て
女
子
は
男
子
よ
り
も
長
命
で
あ
る
が
、
女
子
の
標
準
退
職
年
令
が
男
子
よ
り
も
高
い
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
事
実
、
女
子
の
そ
れ
は
男
子
の
そ
れ
よ
り
も
し
ば
し
ば
五
年
低
い
。
職
場
で
女
子
が
男
子
よ
り
も
早
く
役
に
立
た
な
く
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
は
不
経
済
で
あ
る
。
し
か
し
想
起
す
べ
き
は
諸
産
業
で
女
子
の
麗
用
の
盛
に
な
っ
た
の
ほ
比
較
的
に
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
比
較
的
に
僅
か
の
割
合
の
女
子
の
み
が
、
標
準
退
職
年
令
に
達
す
る
ま
で
勤
続
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
女
子
の
俸
給
が
従
来
一
般
に
男
子
よ
り
も
低
い
こ
と
も
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
元
来
よ
り
低
い
年
令
で
の
退
職
年
金
支
給
は
、
比
較
的
多
額
の
コ
ス
ト
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
理
由
に
よ
っ
て
女
子
の
低
標
準
退
職
年
令
に
よ
り
過
去
に
お
い
て
退
職
年
金
制
度
の
総
コ
ス
ト
し
か
し
女
子
の
標
準
年
令
が
最
近
六
0
オ
か
ら
離
れ
て
行
く
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
古
い
制
度
の
大
部
分
が
六
五
オ
に
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
殆
ん
ど
ど
の
新
し
い
制
度
も
男
女
の
区
別
を
し
て
い
な
い
。
よ
り
大
き
い
割
合
の
女
子
が
退
職
ま
で
勤
続
す
る
趨
勢
も
見
え
て
来
③
 
て
い
る
。
O
A
S
I
の
女
子
の
標
準
老
令
年
金
支
給
開
始
年
令
が
引
続
き
六
五
オ
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
こ
の
趨
勢
が
上
記
の
傾
向
に
影
に
す
ぎ
な
い
。
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第 1表 段階式退職
年令の一例
ー全
60オおよび
同年令未満
65オ
60~61オ 66
62~63 67 
64~65 68 
66~67 69 
68~69 70 
70才以上 即時
K. Black: ibid., p.60 
退職年令
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
克
服
さ
れ
て
来
て
い
る
。
用
者
は
、
即
時
退
職
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。
響
を
与
え
て
い
る
。
O
A
S
I
の
同
年
令
よ
り
も
低
い
標
準
退
職
年
令
を
用
い
る
と
き
、
少
な
く
と
も
―
つ
の
困
難
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
O
A
S
I
支
給
開
始
後
の
合
計
額
よ
り
も
、
同
支
給
開
始
ま
で
の
前
期
年
金
額
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
難
点
は
合
計
額
が
退
職
後
を
通
じ
て
ほ
ぼ
同
一
と
な
る
よ
う
前
期
に
よ
り
大
き
い
退
職
年
金
額
を
、
ま
た
後
に
よ
り
少
な
い
額
を
与
え
る
よ
う
に
す
標
準
退
職
年
令
の
設
定
は
個
々
の
雇
主
の
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
決
定
が
注
意
深
く
賢
明
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
既
に
能
率
の
低
下
し
、
退
職
し
て
お
る
べ
き
被
用
者
の
留
ま
る
こ
と
は
、
た
だ
に
経
理
面
に
不
利
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
人
々
を
陶
汰
す
る
こ
と
が
雇
主
の
組
織
の
能
率
増
進
上
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
多
数
の
団
体
年
金
の
場
合
の
よ
う
に
全
被
用
者
の
過
去
の
勤
務
に
対
し
て
も
年
金
を
与
え
る
と
き
、
上
記
の
よ
う
な
被
用
者
へ
の
制
度
創
設
時
の
支
出
額
は
頗
る
多
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
創
設
時
の
高
コ
ス
ト
の
圧
迫
を
減
じ
、
こ
れ
を
或
る
期
間
に
わ
た
っ
て
支
弁
す
る
よ
う
に
と
、
臨
時
措
置
が
と
ら
れ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
は
或
る
一
つ
の
一
定
退
職
年
令
の
代
り
に
、
被
用
者
の
制
度
加
入
時
年
令
に
従
っ
た
ス
ラ
イ
ド
式
退
職
年
令
を
採
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
1
表
は
従
来
広
く
採
用
さ
れ
て
来
た
そ
の
一
例
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
第
1
表
で
知
ら
れ
る
の
は
制
度
の
設
定
時
六
0
オ
を
超
え
る
全
被
用
者
は
、
標
準
退
職
年
令
よ
り
も
高
い
年
令
で
退
職
し
、
ま
た
七
0
オ
お
よ
び
こ
れ
を
超
え
る
年
令
の
被
時
折
た
だ
二
つ
の
退
職
年
令
か
ら
な
る
簡
単
な
ス
ラ
イ
ド
表
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
五
九
才
以
下
の
全
被
用
者
は
六
五
オ
で
退
職
し
、
ま
た
六
0
オ
以
上
の
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
一
四
323 
米
国
庶
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
日
（
川
元
）
全
被
用
者
は
七
0
オ
で
退
職
す
る
も
の
と
す
る
ス
ラ
イ
ド
表
で
あ
る
。
採
用
表
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
主
と
し
て
創
設
時
の
費
用
を
減
少
し
、
制
度
設
定
を
容
易
に
し
よ
う
と
の
過
渡
的
考
案
で
あ
る
。
六
五
才
以
上
の
被
用
者
を
予
告
な
し
に
退
職
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
実
際
上
難
点
が
な
い
で
も
な
い
の
で
、
こ
の
点
で
も
こ
の
臨
時
措
置
は
有
用
で
あ
る
。
な
お
こ
の
問
題
は
時
日
の
経
過
と
と
も
に
消
減
す
る
。
一
五
一
方
或
る
制
度
で
は
正
規
の
年
金
と
保
険
計
理
上
相
等
段
階
式
退
職
年
令
は
一
般
に
制
度
開
設
時
現
在
の
被
用
者
の
み
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
後
の
新
入
被
用
者
は
制
度
に
定
め
ら
大
多
数
の
団
体
年
金
制
度
で
、
被
用
者
が
普
通
扉
主
の
同
意
を
得
て
標
準
退
職
年
令
前
に
退
職
で
き
る
、
と
い
う
規
山
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
私
営
退
職
年
金
制
度
全
般
を
み
て
も
通
常
こ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
雇
主
の
同
意
の
必
要
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
数
に
分
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
金
制
度
全
般
を
み
て
約
半
数
の
制
度
は
た
だ
―
つ
の
年
令
、
普
通
五
五
才
以
後
に
お
け
る
早
期
退
職
の
み
を
許
し
、
他
の
半
数
は
特
定
年
令
到
達
の
ほ
か
に
一
定
期
間
、
定
型
的
に
は
一
〇
カ
年
の
勤
務
を
必
要
と
し
て
い
る
。
勤
務
期
間
の
み
に
よ
り
許
さ
れ
て
い
る
制
度
1
こ
の
場
合
通
常
二
0
年
或
い
は
三
0
年
が
要
求
さ
れ
て
い
る
ー
—
は
極
く
稀
で
あ
る
。
制
度
全
体
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
雇
主
の
同
意
を
要
す
る
制
度
は
、
年
令
要
件
の
み
で
可
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
他
の
ほ
ぽ
半
数
を
占
め
る
、
雇
主
の
同
意
を
要
せ
ぬ
、
被
用
者
の
選
択
の
み
に
よ
る
制
度
で
ほ
、
年
令
と
勤
務
年
数
の
阿
要
件
を
設
け
る
傾
向
が
あ
る
。
若
干
の
制
度
で
は
た
だ
全
部
永
久
廃
疾
の
場
合
の
み
、
早
期
退
職
を
許
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
年
令
と
勤
務
年
数
の
両
要
件
を
付
し
て
い
る
。
若
干
の
制
度
で
は
特
別
の
廃
疾
年
金
を
支
給
し
て
い
る
が
、
固
し
い
金
額
の
み
を
支
給
す
る
も
の
も
あ
る
。
2
 こ
の
よ
う
な
早
期
退
職
に
際
し
て
得
ら
れ
る
年
金
額
は
、
年
金
開
始
年
令
が
低
く
な
る
の
で
、
標
準
退
職
年
令
ま
で
勤
続
し
て
得
ら
早
期
退
職
れ
て
い
る
標
準
退
職
年
令
に
従
う
。
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（
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の
そ
の
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ま
第
2
表
の
早
朝
退
職
の
年
金
額
で
は
、
早
期
退
職
の
逆
選
択
的
要
素
に
対
し
て
或
る
控
除
金
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
表
で
男
女
間
の
差
異
は
、
両
性
間
の
平
均
寿
命
の
差
異
に
よ
っ
て
起
る
。
す
な
わ
ち
六
五
オ
で
女
子
は
男
子
よ
り
も
長
い
乎
均
寿
命
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
女
子
の
早
期
退
職
が
率
の
点
か
ら
年
金
額
に
対
し
、
男
子
の
早
期
退
職
よ
り
も
小
さ
い
影
響
を
持
っ
て
い
る
（
同
一
年
金
額
に
対
減
少
は
標
準
退
職
日
ま
で
の
年
数
が
一
0
年
間
の
も
の
が
著
し
く
、
標
準
退
職
年
し
て
同
一
標
準
退
職
年
令
時
の
年
金
現
価
が
女
子
の
方
が
大
き
い
）
。
年
金
額
の
早
期
退
職
に
際
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
額
の
割
合
が
規
定
に
一
覧
表
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
第
2
表
は
い
わ
ゆ
る
年
金
額
建
方
式
で
生
残
し
な
い
で
あ
ろ
う
若
千
の
被
用
者
に
も
、
年
金
を
支
給
す
る
と
い
う
事
実
が
生
ず
る
。
そ
の
結
果
早
期
退
職
年
金
額
が
さ
ら
に
6
 
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
れ
る
金
額
よ
り
も
小
額
と
な
る
。
そ
の
理
由
ほ
早
期
退
職
後
然
ら
ず
ば
付
与
さ
れ
増
加
す
る
は
ず
の
年
金
額
が
、
付
与
さ
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
す
で
に
購
入
さ
れ
た
年
金
額
も
実
際
支
給
日
の
繰
上
げ
の
た
め
、
然
ら
ざ
る
場
合
よ
り
も
減
少
す
る
（
利
息
の
喪
失
と
年
金
支
給
回
数
の
増
加
に
よ
る
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
理
由
と
な
っ
て
団
体
年
金
の
大
多
数
の
制
度
が
、
早
期
退
職
を
標
準
退
職
年
令
前
一
0
年
以
内
の
期
間
に
制
限
し
、
被
用
者
に
か
な
り
合
理
的
な
年
金
額
を
保
証
で
き
る
よ
う
に
と
計
っ
て
い
る
。
被
保
険
式
の
場
合
、
保
険
計
理
上
相
等
し
い
金
額
を
計
算
す
る
に
際
し
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
芳
し
か
ら
ぬ
健
康
か
ら
高
い
割
合
の
早
期
退
職
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
年
金
額
を
与
え
る
に
際
し
て
、
保
険
会
社
は
標
準
退
職
年
令
ま
米
国
私
営
退
職
年
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制
度
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基
本
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項
H
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早
期
退
職
を
す
る
従
業
員
が
、
標
準
退
職
年
金
の
一
部
を
定
期
生
命
年
金
に
振
替
え
て
、
六
五
オ
ま
で
そ
の
後
と
同
じ
額
の
年
金
を
m
 
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
方
法
は
多
数
の
制
度
で
許
し
て
い
る
。
職
年
令
(automatic
r
e
t
i
r
e
m
e
n
t
 age) 
退
職
年
令
ま
で
勤
務
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
自
動
退
職
年
令
を
超
え
て
の
継
続
は
よ
し
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
た
だ
雇
主
の
同
意
あ
る
と
き
だ
け
で
あ
る
。
自
動
退
職
年
令
を
定
め
て
い
な
い
制
度
で
は
、
標
準
退
職
年
令
を
超
え
て
の
勤
務
の
継
続
は
雇
主
の
同
意
を
必
要
と
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
他
面
被
用
者
は
標
準
退
職
年
令
に
退
職
す
る
権
利
を
有
し
、
雇
主
に
よ
る
勤
務
継
続
の
要
求
は
被
用
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
実
際
上
勤
務
継
続
の
通
常
行
わ
れ
る
の
ほ
被
用
者
の
要
望
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
原
則
的
に
は
大
多
数
の
雇
主
は
被
用
者
を
そ
の
標
準
退
職
年
令
を
超
え
て
勤
続
さ
せ
る
の
ほ
得
策
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
異
常
な
才
能
を
持
ち
そ
の
才
能
が
多
少
減
じ
て
も
取
換
え
が
困
難
な
少
数
の
被
用
者
は
、
別
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
退
職
3
繰
延
退
職
私
営
退
職
年
金
制
度
全
般
の
う
ち
か
な
り
の
割
合
、
お
そ
ら
く
四
分
の
一
ほ
標
準
退
職
年
令
の
み
な
ら
ず
、
自
動
退
⑧
 
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
制
度
で
は
通
常
雇
主
の
同
意
な
し
に
、
自
動
が
望
ま
し
い
と
き
に
も
、
よ
く
採
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
な
い
。
一
七
金
額
の
半
分
よ
り
も
小
さ
い
金
額
と
な
る
。
そ
の
結
果
大
多
数
の
会
社
は
標
準
退
職
年
令
前
一
〇
カ
年
よ
り
も
早
い
退
職
ほ
許
し
て
い
そ
の
年
金
額
を
補
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
補
充
年
金
は
O
A
S
I
年
金
早
期
退
職
規
定
を
充
分
利
用
で
き
る
よ
う
に
時
々
雇
主
が
、
が
開
始
す
る
ま
で
毎
年
更
新
方
式
に
よ
る
非
公
式
年
金
の
形
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
非
公
式
の
形
は
被
用
者
が
健
康
を
害
し
早
期
退
職
す
る
場
合
特
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
麗
主
が
定
期
生
命
年
金
を
購
入
し
、
標
準
退
職
時
に
取
得
す
る
年
金
額
と
等
し
い
年
金
額
を
、
実
際
退
職
時
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
後
者
の
方
法
は
健
康
以
外
の
理
由
で
退
職
さ
せ
る
こ
と
326 
を
取
扱
う
に
際
し
て
融
通
性
を
残
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
は
、
最
近
の
戦
争
中
で
の
労
働
力
お
よ
び
経
験
者
の
不
足
に
よ
っ
て
強
く
示
t
 
さ
れ
た
。
退
職
繰
延
の
被
用
者
が
標
準
退
職
年
令
か
ら
退
職
年
金
を
受
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
実
際
上
行
う
方
法
が
次
の
三
つ
に
分
れ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
を
直
ち
に
支
給
し
て
い
る
会
社
は
従
業
員
が
権
利
を
既
に
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
賃
金
俸
給
同
様
に
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
年
金
の
支
給
を
事
実
上
の
退
職
ま
で
延
ば
し
て
い
る
会
社
は
勤
務
の
継
続
は
強
制
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
く
、
俸
給
が
退
職
年
金
額
よ
り
も
魅
力
あ
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
切
団
体
年
金
で
最
も
多
く
使
用
の
方
法
は
、
負
担
金
が
標
準
退
職
日
に
停
止
し
、
退
職
年
金
の
支
払
は
そ
の
と
き
被
用
者
が
実
際
上
退
職
し
た
か
の
よ
う
に
同
上
退
職
日
に
開
始
す
る
旨
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
雇
主
は
被
用
者
と
の
取
定
め
で
俸
給
か
ら
雇
主
負
担
金
に
よ
る
年
金
額
の
部
分
を
差
引
く
こ
と
も
あ
る
。
標
準
退
職
年
令
で
年
金
を
開
始
さ
せ
る
利
点
は
こ
れ
に
よ
り
被
用
者
の
権
利
が
決
定
的
に
確
立
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
若
干
の
雇
主
は
こ
の
よ
う
な
被
用
者
は
ど
こ
か
他
所
で
も
仕
事
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
従
来
の
雇
主
の
下
で
勤
続
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
よ
り
不
利
に
取
扱
わ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
回
若
干
の
制
度
で
は
負
担
金
は
標
準
退
職
日
に
停
止
す
る
が
、
年
金
支
給
は
繰
延
退
職
日
ま
で
開
始
さ
れ
な
い
ー
ー
た
だ
し
年
金
額
ほ
標
準
退
職
日
に
支
給
さ
れ
る
も
の
と
保
険
計
理
上
同
額
—
ー
も
の
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
被
用
者
が
標
準
退
職
日
に
退
職
し
そ
の
年
金
全
額
を
受
取
る
権
利
を
認
め
て
い
る
が
、
報
酬
と
同
時
に
こ
れ
を
受
取
る
よ
う
に
な
る
問
題
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
方
法
で
は
、
被
用
者
が
そ
の
標
準
退
職
年
令
で
然
ら
ず
ば
受
取
る
全
年
金
額
に
対
し
取
得
権
利
が
認
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
年
金
額
が
被
用
者
に
一
層
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
な
る
ま
で
、
支
給
が
延
ば
さ
れ
た
も
の
と
の
見
地
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
或
る
年
金
額
の
保
険
計
理
上
同
額
の
金
額
は
標
準
退
職
年
令
を
超
え
て
繰
延
べ
ら
れ
る
と
き
著
し
く
増
加
す
る
。
或
る
年
金
制
度
で
そ
れ
が
小
額
の
年
金
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
退
職
者
に
支
給
の
年
金
額
を
増
加
す
る
た
め
、
時
々
こ
の
方
法
が
利
用
さ
れ
る
。
こ
の
方
法
米
国
菰
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繰
延
退
職
を
取
扱
う
も
―
つ
の
方
法
に
お
い
て
は
、
負
担
金
を
標
準
退
職
日
に
中
止
す
る
と
と
も
に
退
職
年
金
の
支
給
も
自
動
退
職
日
ま
で
開
始
し
な
い
こ
と
は
、
前
方
法
と
同
様
で
あ
る
が
、
年
支
払
年
金
額
は
標
準
退
職
日
に
退
職
し
た
な
ら
ば
支
給
し
た
で
あ
ろ
う
金
額
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
も
し
然
ら
ず
ば
標
準
退
職
日
か
ら
実
際
退
職
日
ま
で
支
払
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
年
金
額
は
雇
主
に
帰
属
し
、
同
制
度
下
に
支
払
わ
る
べ
き
将
来
の
保
険
料
に
充
当
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
退
職
年
金
支
給
繰
延
の
制
度
を
採
d“
 
る
過
半
数
の
一
般
退
職
年
金
制
度
は
こ
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
団
体
年
金
制
度
で
は
標
準
退
職
日
後
の
勤
務
へ
の
追
加
的
年
金
権
利
は
、
上
述
の
方
法
の
う
ち
の
ど
れ
に
お
い
て
も
付
与
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
営
退
職
年
金
制
度
全
体
で
も
、
例
外
的
以
外
に
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
回
法
に
お
い
て
ほ
実
際
退
職
日
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
標
準
退
職
日
に
退
職
の
場
合
よ
り
も
多
い
。
し
か
し
こ
れ
は
年
金
支
給
が
高
令
で
開
始
し
、
そ
れ
ま
で
に
支
給
さ
る
べ
き
は
ず
の
年
金
額
が
繰
延
べ
て
支
給
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
対
す
る
利
息
も
繰
延
期
間
に
生
じ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
標
準
退
職
年
令
後
に
年
金
権
利
が
新
に
生
じ
た
た
め
で
は
な
い
。
退
職
制
度
が
順
調
に
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
標
準
退
職
日
後
に
勤
続
す
る
の
が
容
易
で
あ
っ
た
り
魅
力
的
で
あ
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
異
常
な
状
態
に
お
け
る
ほ
か
は
退
職
は
自
動
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
標
準
退
職
年
令
後
の
勤
務
に
対
し
て
、
さ
ら
に
年
金
を
与
え
、
年
金
の
増
加
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
事
実
上
こ
れ
に
対
し
「
か
つ
て
は
追
加
年
金
の
購
入
を
行
別“U
 
っ
た
」
が
、
そ
の
害
を
知
り
現
在
こ
れ
を
行
う
も
の
は
頗
る
稀
で
あ
る
。
自
動
退
職
年
令
設
定
の
問
題
は
今
日
活
澄
に
論
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
賛
否
両
論
が
あ
る
。
「
問
題
は
年
金
開
始
年
令
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
る
年
金
コ
ス
ト
低
下
が
、
老
朽
被
用
者
を
残
留
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
る
生
産
の
低
下
、
お
よ
び
新
鋭
被
用
者
の
士
州
りu
 
は
私
営
退
職
年
金
制
度
全
体
を
み
る
に
若
干
の
も
の
が
採
る
に
す
ぎ
な
い
。
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（注）
(
1
)
K
.
 B
l
a
c
k
"
i
b
i
d
.
,
 pp.
器
ー
6
5
(
2
)
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
"
i
b
i
d
.
,
 p.33 
(
3
)
一
九
五
四
年
の
O
A
S
I
制
度
の
改
正
で
、
大
体
女
子
の
標
準
退
職
年
令
が
六
ニ
オ
に
引
下
げ
ら
れ
た
と
い
え
る
。
保
障
制
度
に
お
け
る
老
令
お
よ
び
遺
族
年
金
制
度
の
一
九
五
六
年
の
改
正
」
商
学
論
集
二
巻
四
号
参
照
）
(
4
)
K
.
 B
l
a
c
k
:
 
ibid., 
p.61 
(
5
)
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
"
i
b
i
d
.
,
 p.50 
(
6
)
I
b
i
d
.
,
 p.50 
(
7
)
I
b
i
d
.、
p.52
(
8
)
「
フ
ォ
ー
ド
会
社
で
は
標
準
退
職
年
令
を
六
五
オ
、
強
制
退
職
年
令
を
六
八
オ
と
し
、
な
お
年
金
額
ほ
六
五
才
以
降
の
そ
れ
を
増
加
し
な
い
」
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
（
日
本
生
産
性
本
部
「
生
命
保
険
」
五
二
五
頁
）
な
お
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
強
制
退
職
年
令
」
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
著
書
に
も
c
o
m
p
u
l
s
o
r
y
r
e
t
i
r
e
m
e
n
t
 a
g
e
の
語
が
あ
り
、
明
ら
か
に
マ
ッ
ギ
ル
の
自
動
退
職
年
令
と
同
義
語
で
あ
る
。
(
9
)
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
:
 
ibid.
p`.52 
な
お
マ
ッ
ギ
ル
に
よ
れ
ば
、
若
千
の
制
度
、
特
に
団
体
交
渉
型
制
度
で
は
、
被
用
者
が
雇
主
の
同
意
を
得
れ
ば
自
動
退
職
年
令
を
過
ぎ
て
も
勤
務
で
き
る
旨
記
し
て
い
る
。
し
て
以
来
中
絶
さ
れ
て
来
て
い
る
。
⑩
 
気
の
そ
そ
う
を
カ
バ
ー
し
得
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
十
分
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
退
職
年
令
と
と
も
に
退
職
日
に
つ
い
て
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
団
体
年
金
を
み
る
に
若
干
の
制
度
で
は
退
職
は
第
六
五
回
目
の
誕
生
日
に
起
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
し
ば
し
ば
管
理
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
退
職
日
が
第
六
五
回
目
の
誕
生
日
の
翌
月
の
初
日
と
規
定
し
て
い
る
。
以
前
に
一
般
に
実
施
し
た
の
は
、
す
べ
て
の
退
職
は
第
六
五
回
目
の
誕
生
日
に
最
も
近
い
契
約
日
に
起
る
も
の
と
し
た
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
法
は
社
会
保
障
法
で
老
令
年
金
が
第
六
五
回
目
の
誕
生
日
に
始
ま
る
も
の
と
規
定
4
退
職
日
米
国
混
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
H
（
川
元
）
二
0
（
拙
稿
「
米
国
社
会
329 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
日
（
川
元
）
(13) 
(14) 
(10)
段
階
式
退
職
年
令
で
も
そ
の
所
定
年
令
を
超
え
て
五
年
或
い
は
一
0
年
或
い
は
七
0
オ
（
ど
ち
ら
で
も
最
初
に
来
た
も
の
）
ま
で
働
ら
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
主
と
し
て
過
去
勤
務
に
対
す
る
年
金
の
付
与
に
よ
る
コ
ス
ト
を
、
然
ら
ざ
る
場
合
よ
り
も
長
期
に
わ
た
っ
て
準
備
し
得
る
よ
う
に
と
の
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
年
金
額
の
全
額
保
険
料
払
込
が
つ
ね
に
主
張
さ
れ
る
被
保
険
式
制
度
に
お
い
て
特
に
重
要
で
あ
る
。
(D.M.
McGill: i
b
i
d
.
,
 
p.49) 
(
1
1
)
D
.
 M. McGill: i
b
i
d
.
,
 
p
.
5
2
 
(
1
2
)
I
b
i
d
.
,
 p
.
5
3
 
こ
の
場
合
屈
主
に
帰
属
す
る
年
金
額
は
雇
主
負
担
金
に
よ
る
部
分
の
み
で
あ
ろ
う
。
日
本
生
産
性
本
部
、
生
命
保
険
、
五
二
五
頁
同
上
書
、
五
二
五
頁
